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仙
台
商
工
会
議
所
は
今
後
も
継
続
的
に

被
災
地
・
企
業
の
再
建
・
発
展
に
向
け
て

全
所
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
！

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
震
災
の
記
憶
の

風
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
災

地
全
体
を
見
わ
た
せ
ば
、
ま
だ
ま
だ
事
業
再

建
に
時
間
を
要
す
る
地
域
・
企
業
は
多
く
残

さ
れ
、事
業
を
再
開
で
き
た
企
業
で
も
、失
っ

て
し
ま
っ
た
販
路
の
回
復
・
拡
大
が
本
格
的

な
復
興
へ
の
大
き
な
障
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
課
題
に
つ
い
て
早
急
に
解
決
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
当
所
で
は
、「
東
北
ま
つ
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
な
ど
を
通
し
て
継
続
的

に
東
北
の
魅
力
や
復
興
の
様
子
を
発
信
し
て

い
く
と
と
も
に
、
東
北
各
地
へ
の
視
察
旅
行

を
呼
び
か
け
る
た
め
に
日
商
の
協
力
の
も
と

作
成
し
た
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
の
Ｐ
Ｒ
媒
体
を
全

国
の
商
工
会
議
所
に
配
布
す
る
な
ど
、
多
く

の
方
々
に
東
北
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
喚
起
し
、
息
の
長
い
支
援
を
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

　
被
災
企
業
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
中
小
企

業
金
融
円
滑
化
法
の
時
限
措
置
終
了
に
伴

う
「
事
業
再
生
支
援
特
別
相
談
窓
口
」
を

新
設
す
る
な
ど
、
経
営
相
談
の
窓
口
機
能
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
全
国
の
商
工
会
議
所
や

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
首
都
圏
や
関

西
な
ど
で
の
商
談
会
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
被
災
企
業
と
の
取
引
拡
大
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
被
災
企
業
の
販
路
回
復
・
拡
大
に
つ
い
て

は
、
25
年
度
に
お
け
る
当
所
重
点
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
の
で
、
４
月

号
で
も
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
震
災
発
生
以
来
、
当
所
で
は
、
会
員
事
業
所
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
経
済
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
の
た
め
各

種
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。今
号
で
は
、そ
の
主
だ
っ

た
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

緊急相談窓口を市内3カ所に設置。資金繰りや雇
用など、震災に伴う企業の経営課題の解決に向け
て迅速な対応を図った。

震災直後、全会員事業所に対し実訪・
電話連絡でまずは被災状況を確認す
ることから取り組みを開始。

震災から一年を区切りとして当
所活動を振り返る記録集を発行。

遊休機械無償マッチング支援プロジェクトで
は、日商・全国５１４商工会議所のネットワークに
より多く工作機械が被災地に届けられ、1881
件のマッチングが成立（25年2月21日現在）。

米国の仙台空港復旧支援に対してオバマ大統
領宛に感謝状を贈呈（写真はルース駐日米国
大使・右から３人目、23年6月21日）。

震災復興会員総決起大会では、地域が一丸
となって復興に向けて進んでいくことを確認
（６５０人参加、23年10月28日）。

「東北六魂祭」のベースともなった「東北夏まつりネット
ワーク」を四季のまつりに拡大し、「東北まつりネットワー
ク」を新たに結成（24年3月15日）。

宮城県連で、全国からの支援に感謝を伝えようと
「みやぎ・元気をありがとうキャンペーン」を実施
（24年8〜9月）。
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